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Abstract: Hawk-eye system is one of technological officiating aids and increasingly used in some game
sports. Though it has a margin of error, its decision is regard as correct and final. This paper argues why
Hawk-eye system is overvalued beyond its real performance from two points of view: a motion picture and a
desire for an absolutely correct decision. It is concluded that the cause of overvaluation of Hawk-eye system
is that a sport is mistaken for a finite game.










がそこでは中心となった（Guggenheim 2000, Oldfather and Fernholz 2009）。だが，この主題が他の幅広い分野で本
格化するのは，テニスのライン判定にホークアイが導入された 2006年ごろからで，さらにサッカーにホークアイ
も含めたゴールラインテクノロジーの導入が議論され，ワールドカップ 2014年大会等への採用が決定されると，
研究は増えていった（Collins and Evans 2008, Collins 2010, Ryall 2012, Bordner 2015, 柏原 2015）。そこでは，テク
ノロジーの利用がもたらす種々の論点，たとえば，競技の質的変容，テクノロジー利用のあり方，テクノロジー
導入反対論の内実等が議論されている。他方で，テクノロジーの精度に関する技術的な研究は，テクノロジーの
利用のあり方をめぐる議論に重要な材料を提供している（Cross 2014, Psiuk, Seidl, Straus and Bernhard 2014）。蓄
積が豊富になったことにより，近年では判定とテクノロジーを主題とした研究全体を概観するサーベイも見られ























































































かかっている。同社の Electronic Line Calling FAQs に掲載された画像では，わずかにインであることを示す画像









































































































プレイヤー A がラインぎりぎりを狙って放ったショット。プレイヤー B はそのショットにまったく反応でき
ない。ショットは A の狙い通り，コートのぎりぎりの位置にバウンドした。審判の判定はイン。B はチャレンジ
をする。ホークアイは映像を見せ，ほんの 1 mm だけアウトだと判定した。ポイントは B のものになった。さ
て，このポイントは本当に B のポイントでいいのだろうか。B は A のショットに反応できなかったではないか。
B は動けず見送るしかなかったわけだが，それでもこのポイントは B のものだろうか10）。































































































ームの唯一の目的はそれが終わらないようにすること」（J. P. Carse 1986: chapter 1, section 6, para.3）という言葉
の通りではないか。無限のゲームに終わりはないのだから，勝って終わるもなければ，負けて終わるもない。勝
っても続くし，負けても続く。一つ一つの試合は確かに有限であり，終りを迎えるが，有限のゲームと無限のゲ
ームは必ずしも排他的関係ではない。「有限のゲームは無限のゲームのなかでプレイできる」（J. P. Carse 1986:



































４）ホークアイイノベーションズ社のパンフレット Hawk-Eye’s Accuracy & Reliability による。
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